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部
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文
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異
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性

む
す
び

山
　
　
本
　
　
秀
　
　
人

は
じ
め
に

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
に
つ
い
て
は
、
夙
に
岡
田
希
堆
氏
の
御
研
究
が
あ
り
、
同
氏
は
、
標
出
漢
字
の
排
列
の
妥
当
性
等
を
根
拠
に
、
蓮
成
院

（1）

本
は
観
智
院
本
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
川
瀬
一
馬
氏
は
、
蓮
成
院
本
の
方
が
観
智
院
本
よ

（2）

り
も
改
編
本
類
衆
名
義
抄
の
原
形
を
良
く
伝
え
て
い
る
と
の
説
を
提
示
さ
れ
、
渡
遽
質
氏
も
、
蓮
成
院
本
の
方
が
観
智
院
本
よ
り
も
先
に
成
立
し

（3）

た
と
の
考
え
方
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
筆
者
の
和
訓
に
つ
い
て
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
蓮
成
院
本
は
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
に
比
べ
て
熟
字
訓
が

最
も
少
い
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
、
少
く
と
も
熟
字
訓
に
つ
い
て
は
、
蓮
成
院
本
は
、
観
智
院
本
や
高
山
寺
本
よ
り
も
古
い
段
階
の
状
況
を
伝
え

（4）

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
達
成
院
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
複
雑
な
事
情
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。



ま
た
、
も
っ
と
基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
達
成
院
本
の
本
文
が
、
全
体
と
し
て
等
質
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
点
が
幾
つ
か
見
ら
れ

る
。
即
ち
、
「
法
」
帖
の
「
水
」
「
γ
」
「
言
」
部
と
「
僧
」
帖
の
「
又
」
「
支
」
「
安
」
部
と
は
、
蓮
成
院
本
の
中
で
も
他
の
部
首
と
は
性
格
の
異

な
る
本
文
を
有
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
事
情
の
解
明
の
一
環
と
し
て
、
蓮
成

（5）

院
本
の
右
の
部
首
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
本
文
の
素
姓
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

（6）

尚
、
蓮
成
院
本
に
は
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
を
用
い
る
。

「
∵
達
成
院
本
類
緊
名
義
抄
に
お
け
る
熟
字
訓
の
掲
出
方
式
の
特
徴

蓮
成
院
本
に
お
い
て
、
観
智
院
本
と
高
山
寺
本
と
に
比
較
し
て
特
徴
的
な
事
柄
の
一
つ
に
、
熟
字
訓
の
掲
出
方
式
が
あ
る
。
後
述
の
事
柄
に
関

係
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
先
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

観
智
院
本
と
高
山
寺
本
で
は
、
熟
字
訓
を
、
単
字
見
出
と
同
様
の
大
書
の
熟
字
見
出
に
よ
っ
て
掲
げ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

に
対
し
て
蓮
成
院
本
で
は
、
熟
字
訓
を
、
単
字
の
見
出
下
に
注
と
し
て
小
事
で
掲
げ
る
と
い
う
原
則
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
夙
に

岡
田
希
雄
氏
の
指
摘
が
あ
る
が
、
今
一
度
そ
の
具
体
例
を
示
し
て
お
く
。
例
え
ば
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
の
三
本
の
「
人
」
部
の

冒
頭
部
分
、
「
人
」
字
と
「
悌
」
字
の
関
係
の
項
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
原
則
と
し
て
、
片
仮
名
は
現
行
字
体
に
、
音
注
・
義
注
の
漢
字
は
活
字
正
字
体
に

改
め
る
が
、
他
の
表
記
は
原
本
に
従
う
）
。

①
観
智
院
本
「
人
」
部
冒
頭
（
燐
上
1
頁
）

人
音
色
一
レ
七
十
ブ
ル
　
す
え

マ
ホ
ル
ユ
ク

一

ノ

∴

・

　

ニ

∴

∵

・

且
－
ィ
方
　
－
尊
七
‡
レ
　
滅
1
号
　
真
人
写
十

蓬
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て

一
三
五
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ァ

マ

　

洛

－

空

　

盗

－

ヌ

ス

旨

毛
－
吾
久
　
宙
－
シ
レ
チ
　
桃
～
モ
ノ
貰
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ツ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

リ

ノ

こ

∴

∴

∴

∴

∵

∵

∵

‥

∵

彷
傭
持
舛
指
鯉
轟
町
是
ツ
字
シ

②
高
山
寺
本
「
人
」
部
冒
頭
（
3
丁
表
）

二
二
∴
∵
∵
二
十
二
∵
∵
・

不
良
人
望

－
泰
ク
ま
フ
グ

仏
緒
㌍

老
巧
㌣

ク
ツ
マ
ホ
ル

ユ
／
オ
ネ

二
二
六

丁
キ
〃
　
五
－
ィ
青

嵐
入
学
　
漁
－
ァ
マ

平
ネ
不
艮
－
東
を
十

カ
9
ヒ
ク
老
方

∴

∵

∵

㍉

㍉

ー
腑
守
羊
へ
毛
　
濁
1
号

潅
－
同
　
　
－
魚
イ
ヲ
ソ
ナ

雛

1

号

芸

　

－

奄

ノ

青

苗



③
蓮
成
院
本
「
人
」
部
冒
頭
（
悌
1
丁
表
）

二
㍉
∴
∴
∴
∵
∵
ニ
∴
∵
－
二
、
－
．

∵
∵
∵
．
　
　
∴
二
∴
＋
㍉
㍉
㍉
！

仏
繍
㌍
　
伯
－
拍
締
招
福
緒
の
ヵ
す

右
で
は
、
「
一
人
ヒ
ト
リ
」
以
下
「
人
参
カ
ノ
ニ
ケ
ク
サ
」
ま
で
の
「
人
」
字
の
熟
字
が
、
観
智
院
本
と
高
山
寺
本
で
は
大
書
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
蓮
成
院
本
で
は
、
単
字
見
出
「
人
」
の
下
に
注
と
し
て
書
込
ま
れ
て
お
り
、
上
述
の
原
則
を
良
く
示
し
て
い
る
。
尚
、
「
彷
彿
」
は
、
三
本

と
も
大
書
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
彷
併
」
が
「
彿
」
字
の
熟
字
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
「
彷
」
字
の
項
と
し
て
の
役
割
を
も

担
っ
て
い
る
為
に
、
蓮
成
院
本
で
も
大
書
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蓮
成
院
本
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
熟
字
は
大
書
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
主
旨
と
は
直
接
に
は
関
係
し
な
い
が
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
の
如
き
大
書
方
式
と
蓮
成
院
本
の
如
き
中
書
方
式
と
の
、

（7）

熟
字
訓
の
二
種
の
掲
出
方
式
は
、
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
い
て
ど
ち
ら
が
原
形
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
蓮
成
院
本
の
成
立
に
関
わ
る
事
と
し

（8）

て
若
干
触
れ
て
お
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
岡
田
希
雄
氏
は
常
識
的
に
は
小
吉
に
よ
る
も
の
が
原
形
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
、
渡
遽
貿
氏
も
同
様

（9）

の
考
え
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、

④
（
欝
啄
至
迫
津
謬
ン
緒
ヤ
ム
錮
埋
立
退
直
－
紛
予
て
へ
迫
膏
　
（
空
軍

（
蔓
葬
送
聾
堵
遂
準
正
－
紛
マ
ケ
タ
マ
ヘ
迫
竜

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て

（
2
6
丁
某
）

一
三
七
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（
養
茶
壷
㌍
朝
野
ン
欝
選
正
　
薄
等
真
遭
悠

一
三
八

（
傭
5
丁
寡
）

⑤
（
欝
巽
）
唾
竣
詣
議
贈
欒
ヌ
吹
谷
　
痺
～
訟
ト
ラ
カ
シ
　
（
質
量

（
商
董
）
咳
謝
儀
謬
碩
琴
吠
俗
　
空
琴
ヂ
　
（
芋
蔓

（
吾
乾
本
）
唾
掩
護
坤
綿
雄
斬
塊
㌃
盗
義
弟
　
　
　
（
輝
等
未
）

で
は
、
熟
字
訓
「
沌
カ
）
給
マ
ケ
ク
マ
へ
」
「
唾
晶
ト
ヲ
カ
シ
」
が
、
蓮
成
院
本
に
お
い
て
夫
々
「
退
」
「
哩
」
の
異
体
字
「
遠
」
「
嗅
」
の
下
に
小
暑
で

（10）

書
込
ま
れ
て
お
り
、
展
く
こ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
例
に
お
い
て
は
、
蓮
成
院
本
の
熟
字
訓
の
掲
出
位
置
は
、
右
例

の
如
く
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
の
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
事
よ
り
推
せ
ば
、
元
来
大
書
さ
れ
て
い
た
熟
字
訓
を
、
そ

の
ま
ま
の
位
置
で
中
書
に
改
め
た
と
い
う
可
能
性
の
方
が
強
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若
し
中
書
方
式
が
原
形
で
あ
る
な
ら
ば
、
蓬
成
院
本
に
お

い
て
「
－
給
マ
ケ
ク
マ
へ
」
「
噴
く
然
ト
ヲ
カ
シ
」
は
、
夫
々
「
退
」
「
畦
」
の
下
に
小
吉
で
掲
出
さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
但
し
、
熟
字
訓
の
大
書
方

式
、
中
書
方
式
の
い
ず
れ
が
原
形
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
種
々
の
検
討
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
右
は
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
提
出

（11）

し
た
に
止
め
、
結
論
は
留
保
し
て
お
き
た
い
。

二
、
「
僧
」
帖
「
又
」
「
支
」
「
受
」
部
の
本
文
の
異
質
性
と
そ
の
素
姓

蓮
成
院
本
で
は
、
熟
字
訓
を
、
単
字
に
対
す
る
注
と
し
て
中
書
で
掲
出
す
る
原
則
の
あ
る
こ
と
は
、
「
〓
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
蓮
成
院
本
に
あ
っ
て
も
、
「
水
」
「
ヱ
「
言
」
の
一
連
の
三
部
首
（
「
法
」
帖
の
現
存
部
分
全
部
）
と
、
「
又
」
「
支
」
「
受
」
の
一
連
の
三
部
首



（
「
憎
」
帖
の
〓
鄭
分
。
こ
れ
に
続
く
べ
き
「
皮
」
「
畢
」
「
章
」
の
各
部
は
現
存
し
な
い
）
と
の
二
つ
の
部
分
に
お
い
て
は
、
統
一
的
に
右
の
原
則
に
従
っ
て

お
ら
ず
、
逆
に
熟
字
訓
が
大
書
さ
れ
る
の
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
蓮
成
院
本
の
成
立
事
情
を
考
え
る
上
で
の
一
問
題
と
し
て
注

意
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
論
の
展
開
の
都
合
上
、
先
ず
「
僧
」
帖
の
「
又
」
「
支
」
「
安
」
部
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

（1）

観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
と
の
「
又
」
部
全
体
を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
表
記
方
法
は
①
⑧
＠
に
同
じ
）
。

⑥
観
智
院
本
「
又
」
部

（
融
卵
）
是
又
鰻
綿
訝
褐
曇
汐
　
　
　
入
竣
　
　
久
義
ナ
へ
夕
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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－

－

－

1

－

1

－

－

－

．

－

1

－

－

．

（
呈
1
布
－
骨
磐
城
ハ
へ
高
森
－
尊
皇
纂

2
布

3
循

4
行さ

行

笠
私
　
　
、
祖
父
ま
す
　
放
1
貿

外
線
－
常
γ
　
継
1
号
へ

，
包
－
子
4
才

〉
4

又
棚
物
語
報
論
輩
　
　
撃
持
場
ル

甜
麦
畑
葦
犬
、
義
　
　
兵
振
舞
㌢

．
∴
∴
∵
二
　
二
㍉
÷
・
∴
、
∴
÷

哲
施
－
柑
瑠

ヰ

錠
＼
膠
1
諭
塘
り

琳
－
息
フ
ォ

久
螺
子
具

象
畳
鰯

埼
－
貫
首

ワ
行
－
蒲
船
報
　
－
毛
彩
等
及
姦
智
第
棚
薦
錐
が
タ

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て

一
三
九
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－
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－

－

－

－

－

－

1

－

－

－

1

1

1

1

1

二
四
〇

（
葺
1
行
1
日
メ
長
の
　
及
頭
笠
ヌ
オ
雪
：
与
ノ
ツ
し
享
イ
カ
，
カ
ヘ
ス
‥
4
ヲ
ル

ナ
芝
ス
ト
、
ノ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
義
グ

2
行
迫
－
夏
董
′
　
代
－
聖
廟

晶
東
泉
寿
主
芋
茎

4
布
　
告
へ
話

芸
盈
好
誼
㍗

ト
．
・
∵
予

7
行
数
義
幸
雷
、
智
、

鼻
泉

支
え
空

取
節
電
哀
　
取
次
、
、
へ
づ
ヵ
ハ
シ

支
蟹
㍗
ト
シ

三
文
サ
葬
　
希
攣
す

∵
二
二
章
二
∵
∴
　
　
∴
、
王

史
簑
舜
　
叡
赦
薗
豊
原
ツ
ィ
ガ
ツ
イ
チ

ョ
ソ
ノ
＼
ナ
ラ
フ
ノ
ウ
ェ
ブ

療
訝
貿
麦
豪
篭
み
葱
飲

水
豊
富
芸
卦
事
　
　
　
秋
冷
分
ク

1－－．－－－－－－－－－－－－1－－－1－－－－－－－－－－－－－－－－－1－－－－－－－－－－－－－－－－－－－1－－－－－－－－－－－－－－－－－－－1－

（
塙
亨
布
史
莞
獲
鐙
競
施
日
露
へ
ア
ヤ
マ
ル
カ
ヘ
ル

受
今
或

正
　
フ
ル
キ
ナ
ミ

史
守
湯
里
　
友
ワ
サ
ハ
ヒ
ソ
。
丁
フ
イ
ノ
チ
亭
ン



（
2
～
6
行
略
）

7
暦
象
塙
衆
　
愛
　
　
　
東
貫
ヱ
久
妥
ル
夕

景
要
事
琴
亨
；
㌘
／
　
1
本
貢
フ
　
丈
を
㌢

忌
・
∴
∴
早
・
∵
ふ
　
　
軒
・
主
な

2
行
簸
今
珍
繁
　
餐

3
行
紬
畿
卵
　
　
泉
三

⑦
達
成
院
本
「
又
」
部

一
朗
丁
㌢
宿
　
文
恵
控
え
竣

∴
∴
一
∴
∴
．
一
．
啓
よ
蝮
わ
掲
ル
泉
、
ギ
ホ
プ

受
諾
詣
方
．
簸
譲
妄

孝
夢
鴫
、
　
肴
肴
呑

衆
多
　
　
叔
誤
解

レ

㍉
∴
∴
〔
∵
了

え
票
芸
も
ナ
7
芝
シ
カ
、
ル

∵
∵
㍉
∵

易
断
が
纏
　
冬
八
子
孝
　
受
安
置
デ

⊥
犬
ナ
ラ
フ

ウ
ヲ
す
リ
ノ
　
マ
シ
つ
／

岩
泉
鴇
衆
　
冬
癖
真

義
成
慌
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て

∴
∵
㍉
・
∵

畳
屋
鴬

一
四
一



錬

倉

時

代

語

研

究

是
繍
禎
射
＼
　
解
語
錘
潤
舶
蟹
誠
齢
拍

∴
÷
二
∵
十
∵
∵
∵

及
求
盈
ス
オ
考
フ

ト
シ
り
／
ツ
じ
／
′

イ
カ
、
カ
ヘ
ス

一
四
二

解
釈
措
鴛
友
友

君
主
ア
ナ

下
毛

史
碑
諦

（
竿
苧
符
文
菌

2
行
轟
捏

3
行
史

4
紆
叡
穆
甥

鼻
歌
浮
霹
ム

鼻
緒
賓
7
〝

支
真
空
　
三
文
鍔
　
泉

ゑ
嘉
端
鐸
ヤ
サ
シ
　
　
央
哀

史
脚
焚
　
　
叡
謂
簿
持
弱

教
委
蓼
ソ
東
食
　
　
泉

－
冷
ッ
ム
ク
　
史
史
賀
措
辞
プ

史
奪
省
三
　
友
錫
拝
叫
当
　
確
ヒ
ヅ



（
6
5
丁
重

7
朽
象
廻
す
ノ
／
　
轟
舎
ク
　
　
変
謬
頂
　
∴
攣
冤
楊

（
7
・
2
行
路
）

3
粁
傲
慢

∵
　
÷
∵
∵
∴
－

晶
受
文
治

－
∴
∴
㍉
サ

7
行
胡
噸

叡
霧
鱒

リ
ノ
許
す
′

÷
∵
・

又
か
甘

受
御
覧

ロ
チ
ッ
カ
フ

孝
歩
岬
　
奏
者
脊

及
三
　
　
愛
写

右
に
お
け
る
熟
字
訓
を
眺
め
る
と
、
観
智
院
本
で
は
原
則
通
り
総
て
大
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
蓮
成
院
本
で
は
、
「
又
」
部
冒
頭
の

僧
糾
丁
裏
の
み
に
つ
い
て
は
、
「
（
㌔
勧
㌢
霊
ご
（
1
行
）
を
始
め
「
増
次
べ
㌢
ヵ
」
（
7
行
）
ま
で
の
総
て
の
熟
字
訓
が
中
書
で
掲
出
さ
れ
て
お

（収）

り
、
蓮
成
院
本
の
原
則
に
適
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
と
こ
ろ
が
、
6
5
丁
表
以
下
で
は
、
「
三
支
岩
」
（
6
5
丁
表
1
行
）
「
－
拾
ッ
ム
ク
」
　
（
同
5
行
）

「
更
等
タ
カ
ヒ
ニ
」
（
同
6
行
）
「
交
加
チ
リ
カ
フ
」
（
6
5
丁
裏
4
行
）
の
全
四
例
の
熟
字
訓
が
い
ず
れ
も
観
智
院
本
と
同
様
に
大
書
さ
れ
て
お
り
、
蓮
成
院
本

の
原
則
に
合
わ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
状
況
は
、
「
支
」
部
、
「
受
」
部
に
も
引
続
い
て
見
ら
れ
る
。
次
に
、
「
支
」
「
受
」
部
に
お
け
る
、
観
智
院

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

本
と
達
成
院
本
と
の
熟
字
訓
を
全
例
掲
げ
る
　
（
声
点
は
省
略
す
る
）
。

⑧
「
支
」
「
受
」
部
の
熟
字
訓

一
四
四

〔
観
智
院
本
〕

結
政
カ
タ
ナ
シ

故
是
以
㌢
。

（故）
－
以
同
（
カ
レ
コ
チ
）

故
｛
㌶
鑓
誓

！

　

＼

（放）
－
箇
ア
マ
タ
、
ヒ

数
奇
サ
チ
ナ
シ

震
赦
欝
。
シ
シ
ク

散
辟
㌍
頻

用
厨
㌫
シ
メ
ス

（
ナ
シ
）

（殿）

寝
－
ヨ
ト
ノ

（殿）

御
－
オ
ホ
ト
ノ

軋
漂
霊
㌢
マ
ツ

縫
殺
ク
ヒ
リ
コ
ロ
ス

（
僧
申
5
4
頁
8
行
）

（
5
5
頁
1
行
）

（
5
5
寛
1
行
）

（
5
5
頁
2
行
）

（
5
5
頁
6
行
）

（
5
6
頁
1
行
）

（
5
6
頁
1
行
）

（
5
6
頁
4
行
）

（
5
9
頁
5
行
）

（
5
9
頁
8
行
）

〔
蓮
成
院
本
〕

結
政
カ
タ
ナ
シ

故
是
以
㌶

（放）
－
以
（
注
記
ナ
シ
）

故
上
郡
㌍
㌢

（敷）
カ
ホ
（
マ
マ
）

（
6
5
頁
2
行
）

（
6
5
頁
2
行
）

（
6
5
頁
3
行
）

（
6
6
頁
5
行
）

金
－
テ
ハ
キ
リ

数
箇
崇
タ

（
ナ
シ
）

震
赦
（
注
記
ナ
シ
）

（散）
－
蹄
ア
ラ
ケ
カ
ヘ
ル

救
償
霊
射
シ
メ
ス

致
死
ヒ
タ
フ
ル

（殿）

寝
－
ヨ
ト
ノ

（殿）

御
－
オ
ホ
ト
ノ

私
用
崇
尋
笛
へ

（殺）

縫
－
ク
ヒ
リ
コ
ロ
ス

（
僧
6
6
丁
表
3
行
）

（
6
6
丁
麦
4
行
）

（
6
6
丁
表
5
行
）

（
6
6
丁
麦
5
行
）

（
6
6
丁
裏
1
行
）

（
6
6
丁
義
5
行
）

（
6
6
丁
嘉
5
行
）

（
6
8
丁
表
7
行
）

（
6
8
丁
嘉
1
行
）

（
6
8
丁
裏
6
行
）

（
7
1
丁
表
2
行
）

（
7
1
丁
表
3
行
）

（
7
1
丁
表
3
行
）

（
7
1
丁
嘉
4
行
）



㌔
H
㌘
”
タ

（穀）

不
－
ヨ
カ
ラ
ス

臥
憎
㌘
㌢

（
6
7
頁
1
行
）

（
6
7
頁
1
行
）

（
6
7
頁
3
行
）

五
穀
塁
か
〃
タ

（穀）

不
－
ヨ
カ
ラ
ス

（叡）

爵
－
ス
、
ミ
ノ
カ
ヒ
コ

（
7
1
丁
裏
7
行
）

（
7
1
丁
裏
7
行
）

（
7
2
丁
表
2
行
）

（
以
上
、
全
例
大
書
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
全
例
大
書
）

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
に
お
い
て
、
「
又
」
部
の
一
頁
目
に
当
る
僧
6
4
丁
裏
の
み
は
蓮
成
院
本
の
原
則
通
り
に
熟
字
訓
が
中
書
に
さ
れ
て

い
る
が
、
同
部
の
6
5
丁
表
以
下
「
受
」
部
ま
で
は
、
蓮
成
院
本
の
原
則
に
反
し
て
熟
字
訓
が
大
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
恰
も
、
「
又
」
部

の
僧
6
4
丁
裏
と
6
5
丁
表
と
の
問
に
一
つ
の
段
層
が
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

（2）

さ
て
、
達
成
院
本
の
「
又
」
「
支
」
「
安
」
部
に
つ
い
て
は
、
蓮
成
院
本
の
成
立
に
関
し
て
更
に
注
目
さ
れ
る
事
実
と
し
て
、
和
音
注
の
登
載
状

況
が
あ
る
。
次
に
、
「
又
」
「
支
」
「
受
」
部
に
お
け
る
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
と
の
和
音
注
を
対
比
し
て
掲
げ
る
（
声
点
は
省
略
す
る
。
用
例
下
の

数
字
は
観
智
院
本
が
頁
数
、
達
成
院
本
は
丁
数
）
。

⑨
「
又
」
「
支
」
「
受
」
部
の
和
音
注

又父叉反及

〔
観
智
院
本
〕

禾
ウ

禾
フ

禾
シ
ャ

（
僧
中
5
0
）

（
〝
）

（
5
1
）

禾
ヘ
ン
ホ
ン

禾
義
フ

〔
蓮
成
院
本
〕

禾
ウ

禾
フ

禾
シ
ャ

禾
シ
ャ
（
重
出
）

末
へ
ン
ホ
ン

禾
義
フ

（
僧
6
4
ウ
）

（

　

〃

　

）

（

　

〃

　

）

（

　

〝

　

）

（

　

〝

　

）

（

　

〝

　

）

吏
　
禾
リ

収
　
禾
平

憂
　
禾
り

交
　
禾
ケ
ウ

丈
　
禾
チ
ヤ
ウ

教
　
禾
ケ
ウ

25

〃
35

〃〃
45

×

又
平×

」
ケ
ウ

」
チ
ヤ
ウ

×

6
5
オ〃

6
5
ウ〃〃

6
6
オ

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て



政敵敏敷教放放変数救敢

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

禾
老
中

禾
チ
ヤ
ク

禾
云
、
、
、
ン
ヒ
ン

禾
同
　
〓
字
）

禾
シ
ユ
又
ソ
ク

末
、
レ
ム

禾
ハ
イ

末
へ
ン

禾
セ
チ

禾
ク

禾
カ
ム

（
僧
中
5
4
）

（
5
5
）

（
〃
）

（
〝
）

（
〃
）

（
5
6
）

（
5
8
）

（
5
9
）

（
〝
）

（
〝
）

（
6
0
）

×
」
チ
ヤ
ク

又
音
ミ
ン
又
ヒ
ン

×

音
シ
ユ
又
ソ
ク

音
レ
ム

音
ハ
イ

×××

音
カ
ム

（
僧
6
6
オ
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（

6

6

ウ

）

（
　
〃
　
）

（
6
7
オ
）

（
6
7
ウ
）

（
6
8
オ
）

（

　

〝

　

）

（
6
8
ウ
）

（
　
〃
　
）

収敢致聖殿毀段殺敵殻

禾
主

禾
ヱ

禾
チ

禾
キ
ヤ
ウ

禾
テ
ン

禾
ク
ヰ

禾
堕
ン

禾
セ
チ
又
シ

禾
チ
ヤ
ク

禾
イ
ン

06

1

6

〃〃
56

〃
66

〃〃〃

一
四
六

××

音
チ××

音
ク
ヰ

（
l
二
こ

又
ユ
随
ン

又
音
セ
チ
又
シ

又
音
チ
ヤ
ク

又
音
イ
ン

（
6
8
ウ
）

（
6
9
オ
）

（
　
〃
　
）

（
〝
　
）

（
7
1
オ
）

（

　

〝

　

）

（

　

〝

　

）

（
7
1
ウ
）

（

　

〝

　

）

（

　

〝

　

）

（
×
印
…
和
音
注
ナ
シ
）

以
上
の
和
音
注
を
見
る
と
、
達
成
院
本
に
お
い
て
は
、
「
又
」
部
の
冒
頭
一
貫
分
の
僧
6
4
丁
嘉
の
み
は
観
智
院
本
と
同
様
の
和
音
注
を
有
し
て

い
る
。
し
か
し
、
「
又
」
部
の
6
5
丁
表
以
下
「
受
」
部
ま
で
は
、
観
智
院
本
の
和
音
注
に
対
応
す
る
音
注
が
、
二
」
「
音
」
「
又
音
」
等
と
標
示
さ

れ
た
、
「
和
音
」
と
断
ら
な
い
音
注
に
な
っ
て
い
る
か
、
或
い
は
全
く
登
載
さ
れ
て
い
な
い
か
で
あ
る
。
蓮
成
院
本
に
お
い
て
、
和
音
注
が
統
一

的
に
こ
の
よ
う
な
状
況
を
示
す
の
は
、
こ
の
部
分
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
、
上
述
の
熟
字
訓
の
状
況
と
相
対
応
し
て
お
り
、
「
又
」
部

の
僧
6
4
丁
夏
ま
で
と
同
部
の
6
5
丁
麦
以
下
「
受
」
部
ま
で
と
で
、
本
文
の
質
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
蓮
成
院
本
「
又
」
部
（
僧
6
5
丁
表
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
に
お
け
る
和
音
注
の
状
況
は
、
実
は
高
山
寺
本
の
そ
れ
と
一
致

す
る
も
の
で
あ
る
。
高
山
寺
本
は
「
又
」
「
支
」
「
受
」
部
が
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
れ
を
直
接
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
高
山
寺
本
の

和
音
注
の
状
況
は
、
岡
田
希
雄
氏
が
、



観
智
院
本
に
和
音
何
、
和
何
と
あ
る
も
の
は
高
山
寺
本
で
は
大
方
「
音
何
」
若
し
く
は
「
又
音
何
」
と
云
ふ
風
に
注
さ
れ
て
あ
る

又
観
智
院
本
に
注
意
せ
ら
れ
て
あ
る
和
音
が
全
然
高
山
寺
本
に
記
入
せ
ら
れ
て
無
い
も
の
も
甚
だ
多
く
て
量
で
云
へ
ば
今
述
べ
た
も
の
と
匹
敵

す
る
位
あ
る

（12）

と
述
べ
ら
れ
て
具
体
例
を
示
し
て
お
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
。
今
一
度
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
、
蓬
成
院
本
の
三
本
が
重
な
り
合
う
部
分
の
内
の

「
口
」
部
を
例
に
、
三
本
の
和
音
注
を
対
比
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
　
（
掲
げ
方
は
⑨
に
準
じ
、
初
め
の
2
0
例
の
み
を
掲
ぐ
）
。

⑲
「
口
」
部
の
和
音
注

〔
観
智
院
本
〕

ロ
　
禾
ク

品
　
禾
ホ
ム

喩
　
禾
ユ

喋
　
禾
ユ
シ

嗜
　
禾
志

喝
　
禾
ク

暗
　
禾
タ
イ

其
　
禾
コ
ク

咲
　
禾
セ
フ

（只）

吠
　
末
へ
イ
見

咄
　
禾
サ
イ

唄
　
禾
ハ
イ

（
悌
中
2
6
）

（

〝

）

（
2
7
）

（

〝

）

（
2
8
）

（
3
0
）

（
〝
）

（
3
1
）

（
〃
）

（
〝
）

（
3
3
）

（
3
5
）

〔
高
山
寺
本
〕

又
音
ク

××

音
シ×

音
ク

又
音
タ
イ

××

又
音
へ
イ
貝

又
音
サ
イ

×

（
6
1
ウ
）

（
　
〃
　
）

（
6
2
オ
）

（
6
2
ウ
）

（
6
3
オ
）

（
6
3
ウ
）

（

　

〝

　

）

（
6
4
オ
）

（

　

〝

　

）

（

　

〃

　

）

（
6
5
オ
）

（
6
6
ウ
）

〔
蓮
成
院
本
〕

禾
ク

禾
ホ
ム

禾
ユ

禾
⊥
シ

禾
志

禾
ク

禾
夕
田

禾
コ
ク

禾
セ
ウ

未
へ
イ
月

末
サ
イ

禾
ハ
イ

（
併
3
4
オ
）

（

　

〃

　

）

（

　

〝

　

）

（
3
4
ウ
）

（
3
5
オ
）

（
3
5
ウ
）

（

　

〝

　

）

（
3
6
オ
）

（

　

〃

　

）

（

　

〝

　

）

（
3
7
オ
）

（
3
8
オ
）

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て



嘔号且
間嘆願喜咤啓

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

禾
ウ
　
オ
ウ

禾
カ
ウ

（ワ）

禾
ク
ロ

禾
セ
フ

禾
吾
ム

禾
キ

禾
夕

禾
ケ
イ

（
彿
申
3
6
）

（37）

（38）

（
〃
）

（
〝
）

（
3
9
）

（
〝
）

（
4
0
）

音
ウ
又
音
オ
ウ

又
我
り

音
ク
ワ

又
音
セ
ウ

××××

（
6
6
ウ
）

（
6
7
オ
）

（
6
7
ウ
）

（

　

〝

　

）

（
6
8
オ
）

（

　

′

．

）

（
6
8
ウ
）

（
6
9
オ
）

音
ウ
又
音
ヲ
ウ

禾
我
ウ

禾
ク
ワ

禾
セ
フ

禾
五
ン

禾
キ

禾
夕

禾
ケ
イ

（
併
3
8
オ
）

（
3
8
ウ
）

（
3
9
オ
）

（

　

〃

　

）

（
3
9
ウ
）

（

　

〝

　

）

（
4
0
オ
）

（
4
0
ウ
）

右
よ
り
、
蓮
成
院
本
「
又
」
部
（
僧
6
5
丁
表
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
の
和
音
注
が
、
高
山
寺
本
の
そ
れ
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
強
い
て
異
な
る
点
を
言
え
ば
、
高
山
寺
本
で
は
「
音
」
字
に
つ
い
て
省
文
の
「
二
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
達
成
院

本
「
又
」
部
（
憎
6
5
丁
衰
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
で
は
「
昔
」
の
他
に
〓
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

尚
、
「
口
」
部
の
蓮
成
院
本
の
用
例
中
、
「
嘔
音
ウ
又
音
ヲ
ウ
」
（
悌
3
8
丁
表
）
　
の
み
は
、
和
音
注
が
高
山
寺
本
と
同
型
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
に

つ
い
て
は
別
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
ロ
」
部
に
お
い
て
は
孤
例
で
あ
る
。
蓮
成
院
本
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
和
音
注
が

統
一
的
に
高
山
寺
本
と
同
型
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
上
述
の
如
く
「
又
」
部
（
憎
6
5
丁
表
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
の
み
で
あ
る
。

◇
　
　
　
◇

以
上
の
よ
う
に
、
熟
字
訓
の
掲
出
方
式
と
和
音
注
の
状
況
と
の
二
つ
の
儲
点
に
よ
る
検
討
か
ら
、
蓮
成
院
本
の
「
又
」
部
（
僧
6
5
丁
表
以
下
）

「
支
」
部
「
受
」
部
は
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
文
を
有
す
る
、
蓮
成
院
本
の
中
で
も
異
質
な
部
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

（3）

と
こ
ろ
で
、
右
の
壌
討
潜
某
の
傍
証
と
な
る
事
実
が
、
次
の
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
。



蓮
成
院
本
の
「
又
」
部
（
上
抱
の
用
例
㊦
を
参
照
）
に
お
い
て
、
憎
6
4
丁
裏
4
行
に
、
前
行
の
「
葵
注
記
略
）
」
に
続
い
て
⑦
「
箆
棉
持
桑
」
㊥
「
責

⊥
隷
妄
」
の
「
恩
鷲
敷
」
の
三
項
が
並
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
項
は
、
⑦
が
6
5
丁
麦
3
行
に
、
㊥
が
同
5
行
に
、
O
が
同
6
行
に
重

複
し
て
掲
げ
．
ら
れ
て
い
る
（
夫
々
釘
伊
伊
と
す
る
）
。
こ
れ
を
観
智
院
本
（
用
例
⑥
を
参
照
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
夫
々
⑦
㊥
㊦
に
対
応
す
る
位
置
に

の
み
登
載
さ
れ
て
お
り
、
⑦
㊥
O
に
対
応
す
る
位
置
に
は
見
え
な
い
。
蓮
成
院
本
に
お
い
て
、
同
一
の
項
が
同
じ
部
首
の
車
に
重
出
さ
れ
る
こ
と

（13）

は
こ
の
例
に
限
る
訳
で
は
な
い
が
、
⑦
㊥
O
、
⑦
㊥
O
の
重
出
例
は
、
6
4
丁
裏
と
6
5
丁
表
以
降
と
で
素
姓
の
異
な
る
本
文
を
接
合
し
た
為
に
生
じ

た
事
例
と
孝
冬
ら
れ
る
。

尚
、
右
の
三
項
の
掲
出
位
置
と
し
て
は
、
「
芦
に
続
く
⑦
㊥
O
の
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
高
山
寺
本
系
の
本
文
を
有
す
る

部
分
で
は
⑦
㊥
㊦
の
位
置
に
掲
出
さ
れ
て
お
旦
観
智
院
本
も
こ
の
位
置
に
掲
出
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
い
て
、
①

㊥
O
の
方
が
掲
出
位
置
と
し
て
は
古
い
形
態
で
あ
り
、
蓮
成
院
本
本
来
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
6
4
丁
裏
に
見
ら
れ
る
⑦
㊥
O
は
、
そ
れ
を

適
切
な
位
置
に
排
列
し
直
し
た
以
後
の
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
、
排
列
の
異
な
る
二
種
の
本
文
を
接
合
し
た
為
に
、
右
の
三
項
が
重

出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
注
目
さ
れ
る
事
と
し
て
「
イ
」
本
注
記
の
問
題
が
あ
る
。
蓮
成
院
本
に
は
、
本
文
中
に
「
イ
」
本
注
記
が
屡
ミ
見
ら
れ
る
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
山
寺
本
系
の
本
文
で
ぁ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
又
」
部
（
僧
6
5
丁
表
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
に
は
、
そ

法
イ

れ
が
全
く
見
ら
れ
な
．
い
。
「
又
」
部
で
も
、
蓮
成
院
本
本
来
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
6
4
丁
裏
で
は
、
「
取
」
（
5
行
）
の
注
文
中
に
「
清
、
」

の
「
イ
」
本
注
記
が
見
ら
れ
る
。

但
し
、
こ
の
問
題
は
、
「
イ
」
本
注
記
が
附
せ
ら
れ
た
時
期
が
、
高
山
寺
本
系
の
本
文
が
組
込
ま
れ
た
時
期
よ
り
も
先
で
あ
る
の
か
後
で
あ
る

の
か
に
よ
っ
て
事
情
が
大
き
く
異
な
っ
て
来
る
。
若
し
「
イ
」
本
注
記
の
方
が
先
で
あ
る
な
ら
ば
、
後
か
ら
組
込
ま
れ
た
高
山
寺
本
系
の
本
文
に

「
イ
」
本
注
記
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
若
し
「
イ
」
本
注
記
の
方
が
後
で
あ
る
な
ら
ば
、
高
山
寺
本
系

の
本
文
に
は
、
何
故
に
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
に
は
、
蓮
成
院
本
に
お
け
る
「
イ
」
本
注
記
の

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
倉
時
代
　
語
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
五
〇

性
格
・
素
姓
を
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
等
の
他
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
が
、
こ
の
問
題
に
関
わ
る
、
「
イ
」
本
注
記
の
注
目
す
べ
き
事
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
く
。

イ

「
〓
で
掲
げ
た
用
例
⑤
に
お
い
て
、
蓮
成
院
本
に
「
哩
ミ
然
＝
”
㌢
」
と
の
「
イ
」
本
注
記
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
「
イ
」
本
と

（14）

し
て
示
さ
れ
た
「
ト
ラ
カ
シ
」
の
訓
は
、
高
山
寺
本
と
二
致
し
て
い
る
。
蓮
成
院
本
に
見
ら
れ
る
「
イ
」
本
に
は
、
こ
の
よ
う
に
高
山
寺
本
と
一

L

f

r

L

ト

ー

（

1

5

）

致
す
る
例
が
履
く
見
ら
れ
、
右
の
問
題
と
も
絡
ん
で
興
味
深
い
。
更
に
次
の
如
き
事
例
も
見
ら
れ
る
。

⑪
．
（
箸
臥
空
谷
絹
墜
落
卜
㌘
⊥
票
二
僻
や
軍

（
高
山
票
）
各
露
語
浮
環
昔
ク
　
　
（
竿
京
）

巾
ノ
ノ
リ

（
貴
賓
）
碁
藷
、
纏
㌘
締
約
㌻
　
（
伸
等
寡
）

右
で
、
蓮
成
院
本
に
「
禾
タ
」
と
見
え
て
い
る
の
は
、
観
智
院
本
と
の
比
較
よ
り
和
音
注
「
禾
ク
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
が
分
り
、
高
山
寺
本

は
、
こ
の
和
音
注
を
同
本
の
原
則
通
り
に
「
又
音
ク
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
と
に
は
「
又
‡
同
」
な
る
音
注
も
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
高
山
寺
本
に
は
こ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
蓮
成
院
本
に
は
、
こ
の
「
又
‡
同
」
の
「
高
」
に
対
し
て
「
ク
イ
」
と
の
「
イ
」

（16）

本
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
「
イ
」
本
注
記
を
施
し
た
人
物
は
、
「
イ
」
本
と
し
て
高
本
寺
本
系
の
一
本
を
用
い
、
こ
れ

に
「
又
音
ク
」
（
こ
の
音
注
は
高
山
寺
本
系
に
特
徴
的
で
あ
る
）
と
あ
っ
た
の
を
「
又
二
局
」
に
対
応
す
る
音
注
と
誤
認
し
て
、
右
の
よ
う
な
「
イ
」

本
注
記
を
施
し
た
と
の
推
測
が
成
立
つ
。
そ
の
場
合
、
蓮
成
院
本
の
「
禾
タ
」
は
、
「
ワ
タ
」
と
い
う
和
訓
か
何
か
と
誤
認
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。以

上
の
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
に
見
ら
れ
る
「
イ
」
本
は
、
高
山
寺
本
系
の
一
本
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
上
記
の
問
題
と
も
深
く
関
わ
っ



（17）

て
来
る
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
イ
」
本
の
性
格
・
素
姓
を
採
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
蓮
成
院
本
の
成
立
の
事
情
を
解
明
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

三
、
「
法
」
帖
「
水
」
「
、
⊥
「
言
」
部
の
本
文
の
異
質
性

蓮
成
院
本
に
お
い
て
、
同
本
の
原
則
に
反
し
て
、
熟
字
訓
が
統
一
的
に
大
書
さ
れ
て
い
る
部
分
と
し
て
は
、
「
二
」
で
検
討
し
た
「
僧
」
帖
の

「
又
」
「
支
」
「
芦
一
部
の
他
に
、
「
法
」
帖
の
「
水
」
「
ン
」
「
言
」
部
が
あ
る
こ
と
は
、
「
ニ
」
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
「
水
」
「
ン
L
「
言
」

部
に
つ
い
て
も
、
「
又
」
「
支
」
「
受
」
部
と
同
様
の
事
が
言
え
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
以
下
に
述
べ
る
検
討
よ
り
、
少
く
と
も
「
又
」

「
支
」
「
受
」
部
と
は
同
質
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

（1）

次
に
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
と
に
お
け
る
「
水
」
部
の
冒
頭
部
分
を
、
「
池
」
字
の
関
係
の
項
ま
で
掲
げ
る
（
表
記
方
法
は
①
⑧
㊥
に
同
じ
）
。

⑲
観
智
院
本
「
水
」
部
冒
頭

輩
鼻
水
桑
へ
、
、
ツ
ヵ
ハ
月
－
ツ
キ
ノ
或
イ
　
大
－
準
　
石
清
考
等

篇
沐
署
ヒ
　
活
路
㌍
…
税
ル
紅
竹
シ
ケ
ン
　
諸
聾
者

鼻
塙
滴
嘩
玉
藻
哀
ウ
が
イ
泰
雄
　
　
汲
伶

・
二
こ
∵
　
㌧
∵
∴

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て

疎
源
汲
孟
　
濱
彦



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

7
布
焉
諸
事
ク

8
貯
象
i
河

ヽ

＼

／

泉
錫
線
名
　
河
牽
㌢
天
－
ァ
て
ノ
カ
バ

銀
－
夙
　
　
半
天
は
ゑ
ノ
氷
河
綾
酢

一
五
二

（
2
至
7
符
汚
毒
輝
、

2
行
　
カ
ツ
が
ノ
イ
号

3
符
汁
挿
鍬
ス

！
．
．
∴
‥
・
．

丁
劾
J
ス
へ
、
＼
票

＼
、
ノ
ト
ヽ
プ
芥
ル

汗
頸
折
箱
ハ

汗
等
水

汁
捕
㌔
錆
声
　
更
－
射
－
、

弓
品
質
又
為
賢

、
＼
′

・
耳
」
十
“
・

、
＼
′
ゾ

ト
‥
「

済
接
肇
　
池
指
短
針

野
絹
館
誹
タ
ム

酉
－
け
ヶ
ノ
ク
ッ
パ
才

、
、
J
r
　
　
モ
ク
巳

晶
吸
－
喜
多
レ
、
享
子
－
水
空
紗

ロ

⑬
蓮
成
院
本
「
水
」
部
冒
頭

一
博
7
㌢
行
水
顆
棚
鐘
楼
灯
用
、
編
封
　
泳
鴇
ソ

2
行
奈
フ
満
金
言
　
穂
滴
壕
醇
　
洛
友
誼
が

二
㍉
∵
∵
・
．
㌧

下
㌦
・
芋
㌦



3
符

源
÷
ル
へ
へ
テ
モ
ト
五
十
ア
ツ
シ

∴
．
㍉
十
寸
．

4
行

5
符

占
行

「
㍉

二
∴（訂）

カ
ツ
か
イ
田
．
り
ノ

∵
八
、
一
．

末
娘
易

苛
毒
埠
、

ヽ
＼
．
ノ

源
源
準
姦
　
漆
正

・
ガ

河
窯
か
冒
鋳
鋼

汀
欄
浸
サ
ハ
　
汁
新
鶴
号

7
符
汚
頭
烏
献

千
号
霧
笛
猪
緋
、
、
毅
ル

、
、
ノ
、
＼
′
ク
タ
カ
ノ
／
イ
〃
み
ノ
カ
バ
シ

汗
汚
摘
乳
　
汁
狩
維

子
璃
誇
噌
孝

、
、
ノ
了
セ
ナ
カ
久

汗
聖
風
水

子
苦
布
置
㌍
　
　
衝
律
釣
結
締
鋳
、
桐
禍
ハ
シ

2
符
池
拉
釦
学
　
滴
舛
悠
才
吸

ト
カ
タ
ク
プ

レ
シ
ノ
ア

二
十
∵

ヰ
J
－
水
空
紗

ロ

（水）

右
に
お
い
て
、
観
智
院
本
の
熟
字
訓
は
、
「
月
－
ツ
キ
ノ
サ
ハ
リ
」
（
法
上
1
頁
3
行
）

（法）
「
－
用
ミ
ッ
ク
ロ
ヒ
ス
」

（18）

1
行
）
の
三
例
が
同
本
の
原
則
に
反
し
て
小
首
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
石
清
水
イ
ハ
シ
ミ
ツ
」
（
1
貢
3
行
）

（水）

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
下
も
こ
の
原
則
は
守
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
訓
を
有
し
な
い
「
大
－
響
」

大
書
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
蓮
成
院
本
で
は
、
「
水
」
部
の
一
頁
目
で
あ
る
法
1
丁
表
に
お
い
て
は
、

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て

（煎汁）

（
同
4
行
）
「
堅
魚
－
、
ヵ
ッ
ホ
ノ
イ
ロ
リ
」
（
2
貢

を
始
め
と
す
る
他
の
熟
字
訓
は
総
て
大
書

（池）

（
1
頁
3
行
）
「
呼
－
水
名
」
地
」
（
2
頁
5
行
）
も

（水）

「
橘
．
曹
ツ
」
（
1
行
）
等
全
例
が
中
書
に
な

一
五
三
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一
五
四

っ
て
お
り
、
同
本
の
原
則
に
適
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
苦
の
1
丁
裏
に
至
っ
て
は
、
「
臥
悪
相
当
ッ
ハ
年
」
「
臥
用
い
琴
ッ
」
「
軋
用
水
名
蓮

（
以
上
1
行
）
の
三
例
と
も
大
書
さ
れ
て
お
り
、
以
下
「
言
」
部
ま
で
熟
字
訓
は
総
て
大
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
「
又
」
「
支
」
「
受
」
部

に
お
け
る
状
況
と
良
く
似
て
い
る
。

次
に
和
音
注
が
問
題
と
な
る
が
、
「
二
」
に
お
い
て
も
述
べ
た
如
く
、
蓮
成
院
本
に
お
い
て
和
音
注
が
統
一
的
に
高
山
寺
本
と
同
型
に
な
っ
て

い
る
の
は
「
又
」
部
（
僧
6
5
丁
表
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
の
み
で
あ
り
、
「
水
」
「
γ
」
「
言
」
部
に
は
そ
の
よ
う
な
状
況
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え

ば
、
「
水
」
部
に
お
け
る
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
と
の
和
音
注
を
対
比
し
て
掲
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
り
　
（
掲
げ
方
は
⑨
に
準
じ
、
初
め
の
2
0
例
の

み
を
掲
ぐ
）
、
南
本
の
和
音
注
は
、
僅
か
に
出
入
り
の
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
良
く
一
致
し
て
い
る
。

⑲
「
水
」
部
の
和
音
注

水法海源江河汚浮洞洗

〔
観
智
院
本
〕

禾
ス
イ

禾
ホ
ウ

禾
カ
イ

和
上
外
ン

禾
カ
ア
ウ

禾
又
力

禾
ユ
ワ

×

禾
ト
ウ

（
マ
マ
）

釆
セ
イ
セ
ン

（
法
上
1
）

（
〝
）

（
〝
）

（
”
）

（
〝
）

（
〝
）

（
〃
）

（
〝
）

（
〃
）

（
3
）

〔
蓮
成
院
本
〕

禾
ス
イ

禾
ホ
フ

禾
カ
イ

和
⊥
外
ン

禾
カ
ア
ウ

×

禾
」
ワ

禾
ハ
ウ

禾
ト
ウ

禾
サ
イ
セ
ム

（
法
1
オ
）

（

　

〝

　

）

（

　

〝

　

）

（

　

〃

　

）

（

　

〝

　

）

（

　

〝

　

）

（

　

〝

　

）

（

1

ウ

）

（
　
〃
　
）

（
2
オ
）

漸
　
禾
メ
ソ

濡
　
禾
又
去

操
　
釆
平

準
　
禾
サ
イ

直
　
禾
ヲ
ン

況
　
末
、
、
、
ン

漠
　
禾
平

蔑
　
禾
セ
ム

涜
　
禾
イ

洋
　
禾
テ
ィ

（3）

（

〃

）

（
4
）

（

5

）

（
〝
）

（
6
）

（
〃
）

（
7
）

（
〝
）

（
〝
）

禾
メ
ソ

禾
又
去

禾
平

禾
サ
イ

禾
ヲ
ム

禾
ミ
ン

禾
乎

禾
セ
ン

禾
イ

禾
テ
ィ

2
オ

〃

2
ウ

3
オ

3
ウ

〃

4
オ

〃〃〃



．
以
上
の
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
の
「
水
」
「
ン
」
「
言
」
部
は
、
「
又
」
部
（
僧
6
5
丁
麦
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
の
如
き
高
山
寺
本
系
の
本
文
を
有

し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
「
イ
」
本
注
記
も
、
他
の
帖
に
比
べ
れ
ば
概
し
て
少
い
が
存
し
て
お
り
、
こ
の
点
も
「
又
」
部
（
僧
6
5
丁

表
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
と
は
異
な
る
。

（2）

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
蓮
成
院
本
の
「
水
」
「
ン
」
「
言
」
部
に
お
い
て
熟
字
訓
が
統
一
的
に
大
書
さ
れ
て
い
る
の
は
、
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
も

の
で
あ
る
の
か
再
度
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
部
分
の
素
姓
が
、
他
の
部
分
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
右
の
検
討
結
果

だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
結
論
的
な
事
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
水
」
「
Y
Y
」
「
言
」
部
の
本
文
が

他
の
部
分
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
例
が
、
他
に
も
若
干
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

蓮
成
院
本
の
「
水
」
部
に
は
、
次
の
如
き
「
他
本
」
な
る
注
記
が
二
例
見
ら
れ
る
（
観
智
院
本
に
対
比
し
て
掲
げ
る
。
傍
線
は
筆
者
）
。

⑲
（
苦
至
票
毅
空
　
（
誓
貫
）

（
葉
栗
）
渦
オ
姻
欄
外
（
彗
丁
虐
）

⑲
（
筈
賢
）
埠
靡
㌘
フ
カ
シ
寧
鼻
尊
谷

、

＼

′

〃

＿

　

　

　

、

＼

′

ゾ

（
渉
上
3
頁
）

（
票
酷
本
）
薄
絹
㌔
鬱

軒
鬱
ノ
カ
シ
、
＼
ノ
、
、
！

啓
正
卑
俗

（
法
2
丁
泉
）

ま
た
、
こ
れ
に
類
似
し
た
、
一
種
の
注
記
と
思
わ
れ
る
も
の
が
次
の
如
く
見
ら
れ
る
。

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て



鎌

倉

時

代

語

研

究

㊥
（
欝
賢
）
指
摘
最
ハ
堵
、
、
絹
ツ
机
髭
狩
打
が
鳥
ク
ヲ

（
法
上
滋
頁
）

五
六

（
葉
栗
）
澹
庸
獄
律
棉
髭
袈

治
繹
「

（
法
1
7
了
承
）

⑲
（
欝
緊
）
頂
畑
楼
門
絹
、
H
鎮
”
綾
三
谷
等

（
謬
上
3
7
項
）

（
護
質
）
演

和
食
ゑ
毛
ナ
ヰ
ル
モ
ト
ム
了
ハ

ス
へ
か
守
り
／
コ
レ
シ
ラ
〃
／

久
へ
チ
貫
ム
谷
撃

頂
㌶

（
活
路
丁
其
）

⑳
の
例
は
、
上
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
「
治
」
字
の
和
訓
「
コ
ツ
リ
「
」
「
フ
ラ
フ
」
を
抄
出
し
て
、
夫
々
　
「
マ
ツ
リ
「
」
「
ハ
ラ
フ
」
に
訂
正
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
⑲
も
、
「
潰
」
字
の
和
訓
「
コ
レ
」
を
「
へ
シ
」
に
訂
正
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
⑮
⑲
の
「
他
本
」
注
記
は
、
⑳
⑲
の

注
記
と
同
質
の
も
の
か
ど
う
か
は
即
断
で
き
な
い
が
、
⑫
⑲
に
照
ら
せ
ば
、
⑲
は
、
上
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
「
厚
」
字
の
和
訓
「
カ
フ
シ
」
を
抄

出
し
て
、
「
他
本
」
に
は
「
フ
カ
シ
」
と
あ
る
旨
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
見
出
字
の
「
軍
」
は
疑
問
で
あ
る
が
、
或
い
は
「
渾
」
の
誤

（19）

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
推
測
の
域
は
出
な
い
も
の
の
、
⑲
も
、
本
来
は
こ
の
上
に
観
智
院
本
の
如
き
音
注

を
含
ん
だ
「
掴
㌍
瑠
ご
な
る
項
が
存
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
蓮
成
院
本
の
「
水
」
部
に
は
⑮
～
⑲
の
注
記
が
見
ら
れ
、
他
の
部
首
に
は
こ
の
よ
う
な
注
記
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
注
記
は
、
「
イ
」
本
注
記
と
は
異
な
り
、
本
文
中
に
初
め
か
ら
組
込
ま
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
（
但
し
⑯
は
存
疑
）
。
こ
の
よ

う
な
注
記
は
「
γ
」
「
言
」
部
に
も
見
ら
れ
な
い
の
で
明
確
な
事
は
言
い
難
い
が
、
少
く
と
も
「
水
」
部
の
本
文
が
、
「
γ
」
「
言
」
部
を
除
く
他

（20）

の
部
分
と
は
素
姓
が
異
な
る
可
能
性
は
強
い
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
尚
、
右
の
如
き
注
記
は
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
に
お
い
て
も
、
ど
の
部
首

に
も
見
ら
れ
な
い
。



む
　
す
　
び

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
蓮
成
院
本
の
「
又
」
部
（
憎
6
5
丁
表
以
下
）
「
支
」
部
「
受
」
部
の
本
文
は
、
同
本
の
他
の
部
分
と
は
素
姓
が
異
な
り
、

高
山
寺
本
と
同
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
「
水
」
「
γ
」
「
言
」
部
の
本
文
も
、
現
段
階
で
は
明
確
な
事
は
言
え
な
い
ま
で

も
、
や
は
り
他
の
部
分
と
は
素
姓
の
異
な
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
（
但
し
高
山
寺
本
系
で
は
な
い
）
。
こ
れ
ま
で
、
蓮
成
院
本
は
、
そ
の
本

文
が
全
体
と
し
て
等
質
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
系
統
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
前
提
に
論
じ
ら
れ

て
来
た
。
し
か
し
、
今
後
、
蓮
成
院
本
は
、
素
姓
の
異
な
る
本
文
を
有
す
る
部
分
の
存
す
る
こ
と
を
踏
え
た
上
で
、
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
延
い
て
は
、
類
衆
名
義
抄
唯
一
の
完
本
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
改
編
本
の
代
表
と
し
て
扱
わ
れ
・
て
い
る
観
智
院
本
に
つ
い
て
も
、
性
格
・
素

（21）

姓
の
異
な
る
本
文
を
有
す
る
部
分
が
存
在
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
、
常
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
に
お
け
る
検
討
結
果
は
、
こ
の

よ
う
な
、
類
衆
名
義
抄
を
扱
う
上
で
の
注
意
点
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

『
類
釆
名
義
抄
の
研
究
』
第
二
篇
第
四
章
「
達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
致
」
。

『
古
辞
書
の
研
究
』
（
昭
3
0
・
1
1
）
。

「
票
柴
箱
衆
名
義
抄
に
つ
い
て
」
（
『
語
護
国
文
学
論
集
』
昭
鵠
・
3
）
。

例
え
ば
、
観
智
院
本
と
高
山
寺
本
と
に
は
新
撰
字
鏡
の
訓
と
考
え
ら
れ
る
熟
字
訓
が
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
達
成
院
本
に
は
一
部
の
例
外
を
除
き
そ
れ
が

登
載
さ
れ
て
い
な
い
（
拙
稿
「
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
鏡
の
和
訓
の
増
補
と
、
諸
本
の
系
統
関
係
に
つ
い
て
」
国
語
学
会
昭
和
五
十
九
年
秋

季
大
会
要
旨
）
。

観
智
院
本
の
「
彿
上
・
中
」

観
智
院
本
の
「
悌
上
・
申
」

部
中
途
ま
で
の
み
を
存
す
）
、

二
帖
（
「
肉
」
部
を
除
く
）
に
対
応
す
る
一
帖
の
み
現
存
す
る
。

二
帖
に
対
応
す
る
一
帖
（
欠
損
部
分
あ
り
）
、
「
法
上
・
申
」
二
帖
に
対
応
す
る
一
帖
（
但
し
「
水
」
部
、
「
γ
」
部
、
「
言
」

「
憎
上
・
申
・
下
」
三
帖
に
対
応
す
る
一
帖
（
欠
損
部
分
あ
り
、
元
二
帖
）
の
計
三
帖
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
三
帖
は
、
夫

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て



（7）（8）（9）（10）（11）（12）（13）（14）（15）

（16）（17）（18）（19）（20）
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一
五
八

夫
、
六
分
冊
に
お
け
る
「
併
上
」
「
法
上
」
「
僧
上
・
下
」
の
各
帖
と
考
え
ら
れ
る
が
、
便
宜
的
に
夫
々
「
彿
」
「
法
」
「
僧
」
帖
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

ヽ

　

ヽ

正
確
に
は
「
大
書
・
中
書
」
は
熟
字
訓
の
見
出
の
掲
出
方
式
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
以
下
に
お
い
て
も
「
熟
字
訓
が
大
書
さ
れ
る
」
等
の
表
現
を
用
い

る
。注

（
1
）
文
献
。
氏
は
、
達
成
院
本
は
観
智
院
本
よ
り
も
後
出
で
あ
る
と
さ
れ
る
立
場
上
、
こ
の
点
を
不
審
と
さ
れ
た
。

注
（
3
）
文
献
。
氏
は
、
達
成
院
本
の
成
立
が
観
智
院
本
よ
り
も
古
い
と
考
え
る
根
拠
の
一
つ
に
、
こ
の
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
訓
を
、
高
山
寺
本
は
「
ト
ラ
カ
シ
」
、
達
成
院
本
は
「
ト
ヲ
ヲ
」
（
「
イ
」
本
と
し
て
「
ト
ラ
カ
シ
」
を
も
掲
ぐ
）
．
と
す
る
が
、
こ
の
訓
は
、
遊
仙
窟

ト
ヲ
カ
シ
（
ウ
シ
）
テ

の
「
哩
l
亨
然
　
　
　
」
（
醍
醐
寺
本
に
よ
る
）
を
採
っ
た
文
速
読
の
訓
と
考
冬
ら
れ
、
観
智
院
本
が
正
し
い
。

例
え
ば
㊥
に
つ
い
て
は
、
改
編
本
の
原
形
で
は
、
異
体
字
の
「
峡
俗
」
も
熟
字
訓
の
「
畦
ミ
然
ト
ヲ
カ
シ
」
も
総
て
「
哩
」
の
下
に
中
書
で
掲
げ
ら
れ
て
い

た
と
い
う
、
全
く
逆
の
可
能
性
も
考
冬
h
れ
な
く
は
な
い
。

『
類
衆
名
義
抄
の
研
究
』
一
七
九
・
一
八
〇
頁
。

例
え
ば
、
「
又
」
部
の
僧
6
4
丁
嘉
に
は
「
叉
側
加
又
（
以
下
略
）
」
が
重
出
さ
れ
て
お
り
、
6
5
丁
表
に
も
「
央
（
注
記
ナ
シ
）
」
が
重
出
さ
れ
て
い
る
。

注
（
1
0
）
参
照
。

武
市
真
弘
氏
も
、
「
三
宝
類
字
集
の
和
訓
の
傍
書
に
つ
い
て
」
（
宇
部
短
期
大
学
学
術
報
告
第
十
四
号
、
昭
誓
1
）
に
お
い
て
、
和
訓
の
若
干
例
に
つ
小

て
同
様
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
ま
た
、
「
類
衆
名
義
抄
和
訓
の
傍
書
の
分
類
－
訂
・
柿
等
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
－
」
（
宇
部
国
文
研
究
第
十
四
号
、

昭
5
8
・
3
）
に
お
い
て
、
「
「
蓬
」
本
が
対
校
に
用
い
た
異
本
は
（
中
略
）
現
存
高
山
寺
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、

ヽ

　

ヽ

現
存
の
高
山
寺
本
に
合
致
し
な
い
「
イ
」
本
注
記
も
例
は
少
い
な
が
ら
存
し
て
お
り
、
氏
の
こ
の
推
定
に
は
疑
義
が
あ
る
。

「
高
」
の
左
傍
に
短
線
を
施
し
て
そ
の
右
下
に
「
ク
ィ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
イ
」
本
注
記
は
明
ら
か
に
「
高
」
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

高
山
寺
本
系
の
一
本
に
よ
っ
て
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
た
際
に
、
欠
け
て
い
た
「
又
」
部
（
二
頁
目
以
下
）
「
支
」
部
「
声
部
が
同
時
に
補
わ
れ
た

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。（

水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
煎
汁
）

こ
の
理
由
と
し
て
は
、
「
月
－
ツ
キ
ノ
サ
ハ
リ
」
「
堅
魚
－
、
カ
ツ
ホ
ノ
ィ
。
リ
」
に
つ
い
て
は
図
書
寮
本
に
お
い
て
も
割
注
の
中
に
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点

（法）

が
関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
－
用
ミ
ッ
ク
ロ
ヒ
ス
」
は
図
書
寮
本
に
お
い
て
も
大
書
さ
れ
て
い
る
。

「
水
」
部
に
「
軍
」
字
が
見
出
と
し
て
標
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
普
通
で
は
な
い
。

達
成
院
本
の
「
水
」
部
の
特
異
な
点
と
し
て
は
、
次
の
事
も
指
摘
さ
れ
る
。
「
水
」
部
の
末
尾
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
と
達
成
院
本
と
を
比
較
す
る
と
、

観
智
院
本
で
は
「
沙
」
で
終
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
達
成
院
本
で
は
「
沙
」
の
後
に
更
に
標
出
字
が
三
行
分
余
り
続
く
。
他
の
部
首
で
は
概
し
て
こ
の
逆



の
状
況
で
あ
り
、
「
水
」
部
は
例
外
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
観
智
院
本
の
本
文
の
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
現
段

階
と
し
て
は
、
こ
こ
に
注
記
し
て
お
く
に
止
め
る
。
（
注
（
聖
を
も
参
照
）
。
尚
、
岡
田
希
雄
氏
は
、
蓮
成
院
本
を
観
智
院
本
の
後
出
と
考
え
る
理
由
の
一

つ
と
し
て
こ
の
点
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
　
（
注
（
1
）
文
献
）
。

（
2
1
）
　
望
月
郁
子
氏
は
、
「
『
類
衆
名
義
抄
』
の
編
纂
・
改
編
事
情
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
常
葉
女
子
短
大
紀
要
八
、
昭
5
1
・
誓
に
お
い
て
、
主
に
声
点
に
つ

い
て
の
検
討
を
通
し
て
、
観
智
院
本
は
、
俳
上
申
二
帖
・
併
下
本
一
帖
・
彿
下
末
一
帖
・
法
上
中
二
帖
・
法
下
一
帖
・
僧
上
中
下
三
帖
の
、
少
く
と
も
六
つ

の
群
を
夫
々
別
々
の
人
物
が
担
当
し
て
成
っ
た
と
の
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
　
（
但
し
夫
々
の
本
文
の
素
姓
が
異
な
る
と
い
う
判
断
で
は
な
い
）
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
第
九
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
稿
を
▼
成
す
に
当
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
、
室
山
敏

昭
先
生
に
は
暖
か
い
卸
指
導
と
御
助
言
と
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
上
げ
る
。

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て




